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○
国
土
交
通
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
空
港
の
使
用
料
に
関
す
る
告
示

昭
和
四
十
五
年
三
月
二
十
四
日

運
輸
省
告
示
第
七
十
六
号

改
正

昭
和
五
〇
年

八
月
一
一
日
運

輸

省

告

示
第

三
四
〇
号

同

五
二
年

七
月

六
日
運

輸

省

告

示
第

三
四
五
号

同

五
三
年

八
月
一
九
日
運

輸

省

告

示
第

四
二
二
号

同

五
四
年

三
月
三
一
日
運

輸

省

告

示
第

一
七
六
号

同

五
四
年
一
二
月
一
一
日
運

輸

省

告

示
第

六
九
四
号

同

五
五
年

四
月
二
一
日
運

輸

省

告

示
第

二
一
二
号

同

六
一
年

九
月
一
〇
日
運

輸

省

告

示
第

四
一
一
号

平
成

元
年

二
月
二
三
日
運

輸

省

告

示
第

七
七
号

同

八
年

五
月
一
一
日
運

輸

省

告

示
第

三
〇
三
号

同

九
年

三
月
一
八
日
運

輸

省

告

示
第

一
三
七
号

同

九
年
一
二
月
一
九
日
運

輸

省

告

示
第

七
五
八
号

同

一
一
年

三
月
二
五
日
運

輸

省

告

示
第

一
六
四
号

同

一
二
年

六
月
二
六
日
運

輸

省

告

示
第

二
六
〇
号

同

一
五
年

三
月
二
〇
日
国
土
交
通
省
告
示
第

二
五
四
号

同

一
六
年

七
月

七
日
国
土
交
通
省
告
示
第

七
八
五
号

同

一
七
年

八
月
一
〇
日
国
土
交
通
省
告
示
第

八
六
〇
号

同

一
九
年

二
月
一
五
日
国
土
交
通
省
告
示
第

二
〇
九
号

同

二
〇
年

三
月
一
三
日
国
土
交
通
省
告
示
第

三
〇
二
号

同

二
〇
年

六
月
一
八
日
国
土
交
通
省
告
示
第

七
五
六
号

同

二
二
年

三
月
三
一
日
国
土
交
通
省
告
示
第

二
八
三
号

同

二
二
年

九
月
二
二
日
国
土
交
通
省
告
示
第
一
〇
六
一
号

同

二
四
年

三
月
三
〇
日
国
土
交
通
省
告
示
第

三
七
四
号

同

二
四
年

六
月
二
九
日
国
土
交
通
省
告
示
第

七
六
四
号

同

二
六
年

三
月
二
八
日
国
土
交
通
省
告
示
第

三
九
九
号

同

二
九
年

三
月
三
〇
日
国
土
交
通
省
告
示
第

二
五
八
号

令
和

元
年

九
月
一
二
日
国
土
交
通
省
告
示
第

五
二
八
号

同

元
年
一
二
月
二
五
日
国
土
交
通
省
告
示
第

九
五
二
号

同

二
年
一
二
月
二
八
日
国
土
交
通
省
告
示
第
一
五
九
六
号

同

三
年

二
月
二
六
日
国
土
交
通
省
告
示
第

一
二
七
号
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空
港
管
理
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
四
十
四
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
運
輸
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
公
共
用
飛
行
場
の

使
用
料
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
三
十
五
年
運
輸
省
告
示
第
百
四
十
七
号
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

国
土
交
通
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
空
港
の
使
用
料
に
関
す
る
告
示

国
土
交
通
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
空
港
（
空
港
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
空
港
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
う
ち
、
民
間
の
能
力
を
活
用
し
た
国
管
理
空
港
等
の
運
営
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国

管
理
空
港
特
定
運
営
事
業
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
の
使
用
料
の
額
及
び
支
払
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

使
用
料
の
額
（
消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
消
費
税
を
免
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
航
空
機
に
あ
つ
て
は
(一)

及
び

に
規
定
す
る
金
額
並
び
に

に
規
定
す
る
金
額
を
一
・
一
〇
で
除
し
た
金
額
（
た
だ
し
、

の
適
用
の
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
金
額
）

(二)

(三)

(四)

と
し
、
そ
れ
以
外
の
航
空
機
に
あ
つ
て
は

、

及
び

コ
に
規
定
す
る
金
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一
・
一
〇
を
乗
じ
た
金
額
並
び
に

に
規
定
す
る
金
額

(一)

(二)

(四)

(三)

（
た
だ
し
、

ア
か
ら
ケ
の
適
用
の
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
金
額
）
と
す
る
。
）

(四)

着
陸
料

(一)
ア

他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
の
運
送
を
行
う
国
内
航
空
に
従
事
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
機
（
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
又
は
タ
ー
ボ
フ
ァ
ン
発

動
機
を
装
備
す
る
航
空
機
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
航
空
機
の
重
量
（
当
該
航
空
機
の
最
大
離
陸
重
量
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
十

五
ト
ン
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
の
着
陸
一
回
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。

国
際
民
間
航
空
条
約
の
附
属
書
十
六
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
さ
れ
た
離
陸
測
定
点
と
進
入
測
定
点
に
お
け
る
航
空
機
の
騒
音
値
（
当

(ア)
該
騒
音
値
の
な
い
航
空
機
に
あ
つ
て
は
、
当
該
航
空
機
に
つ
い
て
、
そ
の
製
造
国
の
政
府
機
関
の
公
表
し
て
い
る
こ
れ
に
準
ず
る
騒
音
値
）
を

相
加
平
均
し
て
得
た
値
（
一
Ｅ
Ｐ
Ｎ
デ
シ
ベ
ル
未
満
は
一
Ｅ
Ｐ
Ｎ
デ
シ
ベ
ル
と
し
て
計
算
す
る
。
）
（
以
下
「
騒
音
値
」
と
い
う
。
）
か
ら
八

十
三
を
減
じ
た
値
に
三
千
四
百
円
を
乗
じ
た
金
額

航
空
機
の
重
量
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
級
に
区
分
し
て
有
償
で
運
送
さ
れ
た
旅
客
数
に
各
料
金
率
を
適
用
し
て
計
算
し
て
得
た
金
額

(イ)

百
ト
ン
以
下
の
航
空
機

有
償
で
運
送
さ
れ
た
旅
客
一
人
ご
と
に

七
百
二
十
円

（ａ）
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百
ト
ン
を
超
え
る
航
空
機

有
償
で
運
送
さ
れ
た
旅
客
一
人
ご
と
に

千
八
十
円

（ｂ）

イ

他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
国
内
航
空
に
従
事
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
う
ち
、
ア
に
規
定
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
機
以

外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
の
着
陸
一
回
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。

航
空
機
の
重
量
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
級
に
区
分
し
て
順
次
に
各
料
金
率
を
適
用
し
て
計
算
し
て
得
た
金
額
の
合
計
額

(ア)

二
十
五
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
（
一
ト
ン
未
満
は
一
ト
ン
と
し
て
計
算
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
ご
と
に

七
百
五
十
円

(ａ)

二
十
五
ト
ン
を
超
え
百
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

千
百
五
十
円

(ｂ)

百
ト
ン
を
超
え
二
百
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

千
四
百
九
十
円

(ｃ)

二
百
ト
ン
を
超
え
る
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

千
六
百
十
円

(ｄ)
ア

の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額

(イ)

(ア)
有
償
で
運
送
さ
れ
た
旅
客
数
に
百
二
十
円
の
料
金
率
を
適
用
し
て
計
算
し
て
得
た
金
額

（ウ）
ウ

ア
及
び
イ
に
規
定
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
機
以
外
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
の
着
陸
一
回
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す

る
。

航
空
機
の
重
量
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
級
に
区
分
し
て
順
次
に
各
料
金
率
を
適
用
し
て
計
算
し
て
得
た
金
額
の
合
計
額

（ア）

二
十
五
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

九
百
五
十
円

（ａ）

二
十
五
ト
ン
を
超
え
百
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

千
三
百
八
十
円

（ｂ）

百
ト
ン
を
超
え
二
百
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

千
六
百
五
十
円

（ｃ）

二
百
ト
ン
を
超
え
る
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

千
八
百
円

（ｄ）
ア

の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額

（イ）

（ア）

エ

そ
の
他
の
航
空
機
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
の
着
陸
一
回
ご
と
に
、
航
空
機
の
重
量
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
級
に
区
分
し
て
順
次
に
各
料
金
率
を
適

用
し
て
計
算
し
て
得
た
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。

六
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
つ
い
て
は
当
該
重
量
に
対
し

千
円

（ア）

六
ト
ン
を
超
え
る
航
空
機

（イ）

六
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
当
該
重
量
に
対
し

七
百
円

（ａ）

六
ト
ン
を
超
え
る
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

五
百
九
十
円

（ｂ）
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停
留
料

(二)
停
留
料
は
、
三
時
間
以
上
空
港
内
に
停
留
す
る
航
空
機
に
つ
い
て
、
空
港
に
お
け
る
停
留
時
間
二
十
四
時
間
（
二
十
四
時
間
未
満
は
、
二
十
四
時

間
と
し
て
計
算
す
る
。
）
ご
と
に
、
航
空
機
の
重
量
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
級
に
区
分
し
て
順
次
に
各
料
金
率
を
適
用
し
て
計
算
し
て
得
た
金
額
の
合

計
額
と
す
る
。

ア

二
十
三
ト
ン
以
下
の
航
空
機

三
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
当
該
重
量
に
対
し

八
百
十
円

(ａ)

三
ト
ン
を
超
え
六
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
当
該
重
量
に
対
し

八
百
十
円

(ｂ)

六
ト
ン
を
超
え
二
十
三
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

三
十
円

(ｃ)
イ

二
十
三
ト
ン
を
超
え
る
航
空
機

二
十
五
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

九
十
円

(ａ)

二
十
五
ト
ン
を
超
え
百
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

八
十
円

(ｂ)

百
ト
ン
を
超
え
る
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

七
十
円

(ｃ)保
安
料

(三)
ア

離
陸
し
た
空
港
の
使
用
料
金
と
し
て
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
の
運
送
を
行
う
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
つ
い
て
、
有
償
で
運
送
さ
れ
た
旅

客
数
に
百
五
円
の
料
金
率
を
適
用
し
て
計
算
し
て
得
た
金
額
と
す
る
。

イ

離
陸
し
た
空
港
の
使
用
料
金
と
し
て
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
貨
物
（
旅
客
手
荷
物
、
超
過
手
荷
物
、
郵
便
物
を
除
く
。
）
の
運
送
を

行
う
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
つ
い
て
、
有
償
で
運
送
さ
れ
た
貨
物
の
重
量
一
ト
ン
ご
と
に
三
百
十
五
円
の
料
金
率
を
適
用
し
て
得
た
金
額
（
一
ト
ン
に
満

た
な
い
場
合
は
徴
収
し
な
い
。
）
と
す
る
。

特
則

(四)
ア

着
陸
料
、
停
留
料
又
は
保
安
料
は
、

か
ら

ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
も
つ
ぱ
ら
外
交
上
の
目
的
又
は
公
用
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
航

(一)

(三)

空
機
が
使
用
す
る
場
合
は
徴
収
し
な
い
。

イ

着
陸
料
は
、

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
徴
収
し
な
い
。

(一)

試
験
飛
行
の
た
め
の
着
陸

(ａ)

離
陸
後
や
む
を
得
な
い
事
情
の
た
め
、
他
の
空
港
等
（
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る

(ｂ)
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「
空
港
等
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
着
陸
す
る
こ
と
な
し
に
、
当
該
離
陸
し
た
空
港
に
着
陸
す
る
場
合
の
着
陸

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
る
不
時
着

(ｃ)

航
空
交
通
管
制
そ
の
他
の
行
政
上
の
必
要
か
ら
着
陸
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
の
着
陸

(ｄ)
ウ

二
の
規
定
に
よ
り
一
月
分
を
取
り
ま
と
め
て
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
た
者
が
支
払
う
一
月
分
の
着
陸
料
の
う
ち

ア

又
は
イ

の
規
定
に
よ
り

（一）

（イ）

（ウ）

計
算
し
て
得
た
金
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
分
は
、

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
者
が

ア
又
は
イ
に
規
定
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
よ
り
有
償

(一)

（一）

で
運
送
し
た
旅
客
数
（
ア
、
イ
又
は
エ
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
〇
人
と
し
て
計
算
す
る
。
）
の
路
線
ご
と
の
一
月
分
の
合
計
が
、
そ

の
者
の
当
該
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
よ
る
提
供
座
席
数
（
提
供
さ
れ
た
座
席
数
の
合
計
か
ら
無
償
で
運
送
さ
れ
た
旅
客
数
の
合
計
を
減
じ
た
数
と
し
、

ア
、
イ
又
は
エ
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
提
供
さ
れ
た
座
席
数
を
除
く
。
）
の
路
線
ご
と
の
一
月
分
の
合
計
に
十
分
の
七
（
重
量
が
百
ト
ン
を
超
え

る
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
あ
つ
て
は
四
分
の
三
）
を
乗
じ
た
座
席
数
（
一
席
未
満
は
〇
席
と
し
て
計
算
す
る
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
路
線
ご
と
に
そ

の
超
え
る
旅
客
数
を
減
じ
た
旅
客
数
に
相
当
す
る
金
額
に
軽
減
す
る
も
の
と
す
る
。

エ

着
陸
料
は
、

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
航
空
に
従
事
す
る
航
空
機
が
東
京
国
際
空
港
に
着
陸
す
る
場
合
に
お
い
て
、

の
規
定
に
よ
り

(一)

(一)

計
算
し
て
得
た
金
額
が
三
千
五
百
円
（
回
転
翼
航
空
機
に
あ
つ
て
は
二
千
円
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
千
五
百
円
（
回
転
翼
航
空
機
に
あ
つ
て

は
二
千
円
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
ア
又
は
イ
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

オ

着
陸
料
は
、

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
航
空
に
従
事
す
る
航
空
機
が
東
京
国
際
空
港
に
着
陸
す
る
場
合
に
は
、
航
空
機
の
着
陸
一
回
ご

(一)

と
に
、
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
ア
又
は
イ
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

航
空
機
の
重
量
一
ト
ン
ご
と
に
二
千
六
百
円
の
料
金
率
を
適
用
し
て
計
算
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
が
七
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
七

(ａ)
万
円
）

次
の
①
か
ら
④
ま
で
に
掲
げ
る
航
空
機
の
区
分
に
応
じ
①
か
ら
④
ま
で
に
定
め
る
金
額

(ｂ)
①

騒
音
値
が
九
十
四
以
下
の
航
空
機

騒
音
値
か
ら
八
十
三
を
減
じ
た
値
に
二
千
円
を
乗
じ
た
金
額

②

騒
音
値
が
九
十
五
又
は
九
十
六
の
航
空
機

騒
音
値
か
ら
八
十
三
を
減
じ
た
値
に
三
千
四
百
円
を
乗
じ
た
金
額

③

騒
音
値
が
九
十
七
の
航
空
機

七
万
千
四
百
円

④

騒
音
値
が
九
十
八
以
上
の
航
空
機

騒
音
値
か
ら
八
十
三
を
減
じ
た
値
に
六
千
百
円
を
乗
じ
た
金
額

カ

停
留
料
は
、

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
航
空
に
従
事
す
る
航
空
機
が
東
京
国
際
空
港
に
停
留
す
る
場
合
に
は
、
一
ト
ン
ご
と
に
、
空
港

(二)

に
お
け
る
停
留
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
級
に
区
分
し
て
順
次
に
各
料
金
率
を
適
用
し
て
計
算
し
て
得
た
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
ア
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又
は
ク
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三
時
間
未
満
の
停
留
時
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
時
間
に
対
し

二
百
円

(ａ)

三
時
間
以
上
二
十
四
時
間
以
下
の
停
留
時
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
時
間
に
対
し

五
十
円

(ｂ)

二
十
四
時
間
を
超
え
る
停
留
時
間
に
つ
い
て
は
、
二
十
四
時
間
ご
と
に

五
十
円

(ｃ)
キ

着
陸
料
は
、

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
前
に
離
島
（
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

(一)

指
定
さ
れ
た
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
そ
の
全
部
若
し
く
は
一
部
が
含
ま
れ
る
離
島
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法

律
第
百
八
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
奄
美
群
島
又
は
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る

離
島
を
い
う
。
）
若
し
く
は
沖
縄
島
に
所
在
す
る
空
港
等
を
離
陸
し
た
航
空
機
（
国
際
航
空
に
従
事
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
キ
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
沖
縄
島
に
所
在
す
る
空
港
等
に
着
陸
す
る
航
空
機
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
ア
、
イ
又
は
エ
の
規
定
に
該
当

す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

直
前
に
離
島
に
所
在
す
る
空
港
等
を
離
陸
し
た
航
空
機
に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
あ
つ
て
は

ウ
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額

(ａ)

(一)

の
三
分
の
二
、
そ
の
他
の
航
空
機
に
あ
つ
て
は

エ
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額
の
四
分
の
一
（
重
量
が
六
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ

(一)

つ
て
は
八
分
の
一
）
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
場
合
に
つ
い
て

は
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
あ
つ
て
は
、

ア
又
は
イ
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額
の
六
分
の
一
、
そ
の
他
の
航
空
機
に
あ
つ
て
は
当
該
相
当

(一)

す
る
金
額
に
更
に
二
分
の
一
を
乗
じ
た
金
額
と
す
る
。

直
前
に
沖
縄
島
に
所
在
す
る
空
港
等
を
離
陸
し
た
航
空
機
又
は
当
該
空
港
等
に
着
陸
す
る
航
空
機
（

の
場
合
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、

(ｂ)

(ａ)

ジ
ェ
ッ
ト
機
に
あ
つ
て
は

ア
、
イ
又
は
ウ
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額
の
六
分
の
五
、
そ
の
他
の
航
空
機
に
あ
つ
て
は

エ
の
規
定

(一)

(一)

に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額
の
二
分
の
一
（
重
量
が
六
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ
つ
て
は
四
分
の
一
）
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

ク

停
留
料
は
、

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
イ

の
場
合
に
は
、
徴
収
し
な
い
。

(二)

(ｄ)

ケ

保
安
料
は
、

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
イ

又
は

の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
の
当
該
空
港
か
ら
の
離
陸
に
つ
い
て
徴
収
し
な
い
。

(三)

(ｃ)

(ｄ)

コ

停
留
料
は
、
航
空
機
が
那
覇
空
港
の
台
風
時
避
難
用
エ
プ
ロ
ン
（
台
風
時
避
難
（
台
風
に
よ
る
航
空
機
（
空
港
内
に
停
留
す
る
も
の
に
限

る
。
）
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
当
該
航
空
機
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
用
に
供
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
エ
プ
ロ

ン
を
い
う
。
）
に
停
留
す
る
場
合
に
は
、

の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額
に
、
当
該
エ
プ
ロ
ン
に
お
け
る
停
留
時
間
二
十
四
時
間
（
二
十

(二)

四
時
間
未
満
は
、
二
十
四
時
間
と
し
て
計
算
す
る
。
）
ご
と
に
、
航
空
機
の
重
量
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
級
に
区
分
し
て
順
次
に
各
料
金
率
を
適
用
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し
て
計
算
し
て
得
た
金
額
の
合
計
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
ア
の
規
定
に
該
当
す
る
航
空
機
若
し
く
は
航
空
交
通
管
制
そ
の
他
の
行
政

上
の
必
要
か
ら
着
陸
を
命
ぜ
ら
れ
た
航
空
機
、
台
風
時
避
難
若
し
く
は
突
発
的
な
修
理
等
の
た
め
当
該
エ
プ
ロ
ン
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
航
空

機
又
は
当
該
エ
プ
ロ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
那
覇
空
港
事
務
所
長
が
認
め
る
航
空
機
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
定
は
適
用
し
な

い
。

二
十
三
ト
ン
以
下
の
航
空
機

(ａ)
①

三
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
当
該
重
量
に
対
し

八
百
十
円

②

三
ト
ン
を
超
え
六
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
当
該
重
量
に
対
し

八
百
十
円

③

六
ト
ン
を
超
え
二
十
三
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

三
十
円

二
十
三
ト
ン
を
超
え
る
航
空
機

(ｂ)
①

二
十
五
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

九
十
円

②

二
十
五
ト
ン
を
超
え
百
ト
ン
以
下
の
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

八
十
円

③

百
ト
ン
を
超
え
る
重
量
に
つ
い
て
は
、
一
ト
ン
ご
と
に

七
十
円

二

使
用
料
の
支
払
方
法

使
用
料
は
、
一
月
分
を
取
り
ま
と
め
て
、
当
該
一
月
分
の
使
用
料
に
係
る
納
入
告
知
書
で
示
さ
れ
た
支
払
期
限
ま
で
に
こ
れ
を
支
払
う
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
現
金
で
支
払
う
こ
と
に
つ
い
て
空
港
事
務
所
長
の
指
示
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
現
金
で
支
払
う
も
の
と
す

る
。ア

着
陸
料
は
、
着
陸
直
後

イ

停
留
料
は
、
停
留
を
終
わ
つ
た
時

三

延
滞
金

使
用
料
を
そ
の
支
払
期
限
ま
で
に
支
払
わ
な
い
者
は
、
当
該
使
用
料
の
金
額
に
つ
き
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
支
払
期
限
の
翌
日
か
ら
そ

の
支
払
を
終
え
た
日
ま
で
の
日
数
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
の
延
滞
金
を
支
払
う
も
の
と
す
る
。

改
正
文
（
昭
和
五
〇
年
八
月
一
一
日
運
輸
省
告
示
第
三
四
〇
号
）

抄

昭
和
五
十
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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改
正
文
（
昭
和
五
二
年
七
月
六
日
運
輸
省
告
示
第
三
四
五
号
）

抄

昭
和
五
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

改
正
文
（
昭
和
五
三
年
八
月
一
九
日
運
輸
省
告
示
第
四
二
二
号
）

抄

昭
和
五
十
三
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

改
正
文
（
昭
和
五
四
年
三
月
三
一
日
運
輸
省
告
示
第
一
七
六
号
）

抄

昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

改
正
文
（
昭
和
五
四
年
一
二
月
一
一
日
運
輸
省
告
示
第
六
九
四
号
）

抄

昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

改
正
文
（
昭
和
五
五
年
四
月
二
一
日
運
輸
省
告
示
第
二
一
二
号
）

抄

昭
和
五
十
五
年
五
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

改
正
文
（
昭
和
六
一
年
九
月
一
〇
日
運
輸
省
告
示
第
四
一
一
号
）

抄

昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

改
正
文
（
平
成
元
年
二
月
二
三
日
運
輸
省
告
示
第
七
七
号
）

抄

平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

改
正
文
（
平
成
八
年
五
月
一
一
日
運
輸
省
告
示
第
三
〇
三
号
）

抄

平
成
八
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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改
正
文
（
平
成
九
年
三
月
一
八
日
運
輸
省
告
示
第
一
三
七
号
）

抄

平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附

則
（
平
成
九
年
一
二
月
一
九
日
運
輸
省
告
示
第
七
五
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

そ
の
他
の
航
空
機
で
あ
っ
て
六
ト
ン
以
下
の
重
量
の
も
の
の
着
陸
料
の
料
金
率
は
、
改
正
後
の
一

イ

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
年
一
月

(一)

(ア)

一
日
か
ら
平
成
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
重
量
に
対
し
八
百
円
、
平
成
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
は
、
当
該
重
量
に
対
し
九
百
円
と
す
る
。

３

国
内
航
空
に
従
事
す
る
航
空
機
が
第
一
種
空
港
に
着
陸
す
る
場
合
の
着
陸
料
は
、
改
正
後
の
一

ウ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
年
一
月
一
日

(三)

か
ら
平
成
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
後
の

の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額
が
二
千
円
（
回
転
翼
航
空
機
に
あ
っ
て
は
千
六
百

(一)

円
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
千
円
（
回
転
翼
航
空
機
に
あ
っ
て
は
千
六
百
円
）
と
し
、
平
成
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
は
、
改
正
後
の

の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額
が
二
千
七
百
円
（
回
転
翼
航
空
機
に
あ
っ
て
は
千
八
百
円)

に
満
た
な
い
と
き
は
、

(一)

二
千
七
百
円(

回
転
翼
航
空
機
に
あ
っ
て
は
千
八
百
円
）
と
す
る
。

４

国
際
航
空
に
従
事
す
る
航
空
機
が
東
京
国
際
空
港
に
着
陸
す
る
場
合
の
着
陸
料
の
料
金
率
は
、
改
正
後
の
一

エ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十

(三)

年
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
一
ト
ン
ご
と
に
二
千
二
百
円
と
す
る
。

５

国
際
航
空
に
従
事
す
る
航
空
機
が
東
京
国
際
空
港
に
停
留
す
る
場
合
の
停
留
料
の
料
金
率
は
、
改
正
後
の
一

オ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十

(三)

年
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
一
ト
ン
ご
と
に
百
三
十
円
と
す
る
。

附

則
（
平
成
一
一
年
三
月
二
五
日
運
輸
省
告
示
第
一
六
四
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附

則
（
平
成
一
二
年
六
月
二
六
日
運
輸
省
告
示
第
二
六
〇
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
五
年
三
月
二
〇
日
国
土
交
通
省
告
示
第
二
五
四
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
六
年
七
月
七
日
国
土
交
通
省
告
示
第
七
八
五
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
七
年
八
月
一
〇
日
国
土
交
通
省
告
示
第
八
六
〇
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
九
年
二
月
一
五
日
国
土
交
通
省
告
示
第
二
〇
九
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
〇
年
三
月
一
三
日
国
土
交
通
省
告
示
第
三
〇
二
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
〇
年
六
月
一
八
日
国
土
交
通
省
告
示
第
七
五
六
号
）

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
国
土
交
通
省
告
示
第
二
八
三
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附

則
（
平
成
二
二
年
九
月
二
二
日
国
土
交
通
省
告
示
第
一
〇
六
一
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
国
土
交
通
省
告
示
第
三
七
四
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
国
土
交
通
省
告
示
第
七
六
四
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
六
年
三
月
二
八
日
国
土
交
通
省
告
示
第
三
九
九
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
九
年
三
月
三
〇
日
国
土
交
通
省
告
示
第
二
五
八
号
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
令
和
元
年
九
月
一
二
日
国
土
交
通
省
告
示
第
五
二
八
号
）

こ
の
告
示
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
令
和
元
年
一
二
月
二
五
日
国
土
交
通
省
告
示
第
九
五
二
号
）

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
国
土
交
通
省
告
示
第
一
五
九
六
号
）

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附

則
（
令
和
三
年
二
月
二
六
日
国
土
交
通
省
告
示
第
一
二
七
号
）

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


